
           

                    

           

政
府
は
敵
基
地

攻
撃
を
担
う
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
を
保

管
す
る
大
型
火
薬

庫
を
全
国
に
整
備

す
る
計
画
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
が
、

陸
上
自
衛
隊
祝
園

(

ほ
う
そ
の)

駐
屯

地
が
そ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
相
楽
平
和
委

員
会
は
３
月
25
日
、

祝
園
弾
薬
庫
の
危

険
性
を
学
ぶ
集
会

を
精
華
町
「
か
し
き

の
苑
」
で
開
催
。
約

６０
名
が
参
加
。
以
下
、

そ
の
概
要
で
す
。 

寝
耳
に
水
の
重
大
事
態
に

精
華
町
の
住
民
を
は
じ
め
と

し
て
周
辺
の
京
田
辺
市
や
木

津
川
市
、
少
し
離
れ
た
笠
置
町

や
京
都
市
な
ど
か
ら
も
６0
人

ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

京
都
平
和
委
員
会
の
片
岡

明
理
事
長
か
ら
は
、「
敵
基
地

攻
撃
」
戦
略
の
下
で
、
報
復
攻

撃
に
備
え
て
、
祝
園
弾
薬
庫
を

含
む
全
国
２
８
３
自
衛
隊
基

地
の
「
強
靭
化
計
画
」
で
核
兵

器
に
よ
る
攻

撃
を
想
定
し

た
司
令
部
隊

等
の
地
下
化
、

さ
ら
に
、
同
基

地
を
含
む
１

３
０
基
地
の

長
射
程
ミ
サ

イ
ル
を
保
管

す
る
「
大
型
火

薬
庫
」
を
整
備

す
る
計
画
が

明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
京
都
府

下
、
米
軍
と
一

体
化
し
た
京
丹
後
の
経
ケ
岬

レ
ー
ダ
ー
基
地
、
福
知
山
射
撃

場
・
・
・
と
軍
事
態
勢
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
元
の
平
和
問
題
の
実
践
・

研
究
者
の
山
田
聡
氏
か
ら
は
、

沖
縄
の
平
和
運
動
家
か
ら
提

供
さ
れ
た
資
料
を
使
っ
て
、
既

に
石
垣
島
な
ど
で
は
、
ミ
サ
イ

ル
基
地
建
設
が
強
引
に
着
手

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
近
々
、
沖
縄
と
結

ん
だ
ミ
サ
イ
ル
基
地
展
示
会

を
す
る
と
の
案
内
も
あ
り
ま

し
た
。
沖
縄
は
祝
園
弾
薬
庫
の

近
い
将
来
の
先
取
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
精
華
町
の
青
木
敏
議

員
か
ら
は
、
祝
園
弾
薬
庫
に
は

危
険
度
第
1
級
の
弾
薬
が
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
や
、
グ
ー
グ
ル
で
検
索

す
る
と
新
し
い
貯
蔵
庫
が
建

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
、
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
相
楽
平
和
委
員
会

の
坪
井
久
行
代
表
か
ら
、
「
相

楽
弾
薬
庫
を
め
ぐ
る
歴
史
的

動
き
と
今
後
の
展
望
」
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
坪
井
代
表
は
、

30
年
間
の
祝
園
弾
薬
庫
を
め

ぐ
る
様
々
な
問
題
を
解
明
す

る
と
り
く
み
を
『
ミ
ス
テ
リ
ー

祝
園
弾
薬
庫
の
謎
を
解
く
』
と

し
て
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ド
ラ
マ
風

に
語
り
ま
し
た
。
戦
時
中
の
１

９
３
９
年
、
枚
方
の
禁
野
火
薬

庫
の
爆
発
に
よ
る
代
替
地
と

し
て
建
設
さ
れ
て
以
降
、
「
東

洋
一
の
弾
薬
庫
」
と
し
て
、
陸

軍
の
重
要
拠
点
に
な
っ
て
き

た
こ
と
、
戦
時
中
は
「
毒
ガ
ス

兵
器
」
を
保
管
し
、
戦
後
、
山

中
に
埋
蔵
さ
れ
た
疑
い
が
あ

る
こ
と
を
解
明
。
戦
後
は
、
米

軍
に
管
理
さ
れ
、
極
東
米
軍
の

「
核
兵
器
処
理
能
力
の
あ
る

基
地
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
や
米
軍
秘
密
資

料
が
解
禁
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も

報
告
。
自
衛
隊
移
管
後
も
、
国

内
の
不
発
弾
の
持
ち
込
み
、
処

理
の
事
実
も
町
内
の
関
係
者

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ 
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平
和
の
風 

 

▼
今
朝
、
家
を
出
よ
う
と
す
る

直
前
、
テ
レ
ビ
で
J-

ア
ラ
ー

ト
が
鳴
り
響
い
た
。
北
海
道
の

方
々
に
避
難
を
呼
び
か
け
る

も
の
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
全
国
的

に
放
映
中
の
テ
レ
ビ
を
中
断
し

て
ま
で
？
と
の
疑
問
。
こ
う
や

っ
て
不
安
感
を
あ
お
り
、
大
軍

拡
し
な
く
ち
ゃ
と
い
う
世
論
形

成
か
？
▼
自
衛
隊
の
強
靭
化

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
自
衛
隊

基
地
に
核
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
で
作

る
ら
し
い
が
、
近
隣
住
民
は
ど

う
な
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
な

ん
だ
ろ
う
。
対
象
リ
ス
ト
は
47

都
道
府
県
に
上
る
の
で
、
シ
ェ
ル

タ
ー
に
避
難
し
た「
偉
い
人
」だ

け
が
生
き
残
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
▼
一
方
市
民
は
と
い
え

ば
、
イ
ン
フ
レ
の
高
波
が
押
し
寄

せ
て
、
日
経
新
聞
に
よ
れ
ば
平

均
的
な
朝
食
の
値
上
が
り
率

は
２
０
２
０
年
1
月
に
比
べ
て

１
４
．
９
％
な
ん
だ
そ
う
だ
。
▼

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と
思

う
人
は
多
い
は
ず
な
の
に
、
な

か
な
か
世
論
が
高
ま
ら
な
い
の

は
、
私
た
ち
が
頭
を
切
り
替
え

て
、
多
く
の
人
に
届
く
よ
う
な

や
り
方
と
見
せ
方
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
（お
） 

 

沖縄の資料を使って講演する山田聡氏 
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の
関
連
で
、
１
９
９
２
年
「
謎

の
大
音
響
事
件
」（
原
因
不
明
）

の
真
相
解
明
の
努
力
が
さ
れ

て
き
た
こ
と
な
ど
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
祝
園
弾

薬
庫
の
内
部
に
2
本
の
活
断

層
（
撓
曲
）
が
あ
る
こ
と
、
イ

ノ
シ
シ
の
自
由
出
撃
の
拠
点

に
な
っ
て
い
る
こ
と
・
・
・
な

ど
、
地
元
住
民
の
視
点
か
ら
問

題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
つ
一
つ
の
問
題
を
通
し
て
、

弾
薬
庫
の
危
険
性
を
住
民
の

共
通
認
識
に
し
て
い
る
と
い

う
息
長
い
取
り
組
み
だ
と
語

り
ま
し
た
。 

今
回
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
問

題
は
、
周
囲
に
住
宅
地
の
密
集

す
る
祝
園
弾
薬
庫
が
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
も
真

っ
先
に
狙
わ
れ
た
よ
う
に
、
最

も
危
険
な
弾
薬
庫
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
住
民
に
真
実
を
知

ら
せ
、
平
和
を
守
る
一
大
運
動

を
つ
く
る
決
意
で
す
。 

 

米
軍
は
日
米
地
位
協
定
に

よ
り
、
日
本
の
法
律
に
従
わ
な

く
て
も
い
い
が
、
米
国
の
法
律

に
は
従
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
れ
な
ら
米
国
の
情
報
公

開
制
度
を
利
用
し
て
米
軍
基

地
内
で
何
が
起
き
て
い
る
か

を
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
著
作

の
執
筆
者
で
英
国
人
記
者
の

ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
は
米

国
の
「
情
報
自
由
法(Freedom 

of 
Information 

Act-

略
称

FOIA)

」
を
利
用
し
て
２
０
１

４
年
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
枯
れ

葉
剤
の
影
響
を
調
べ
た
こ
と

を
契
機
に
今
で
はFOIA

オ
タ

ク
を
自
認
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。 

 

そ
し
て
こ
の
制
度
を
日
本

に
広
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
て

刊
行
し
た
の
が
、
こ
の
文
献
で

あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
は
前
記

の
枯
れ
葉
剤
の
影
響
調
査
の

他
に
沖
縄
に
お
け
る
海
兵
隊

の
新
任
研
修
や

CIA

の
日
本

で
の
活
動
、
在
日
米
軍
の
犯
罪

等
、
多
彩
な
調
査
を
紹
介
し
て

い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は

発
が
ん
性
が
疑
わ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物(PFAS)

泡
消

火
剤
が
横
田
基
地
で
何
度
も

放
出
さ
れ
、
地
域
社
会
を
汚
染

し
て
い
た
こ
と
を
ミ
ッ
チ
ェ

ル
氏
がFOIA

に
よ
っ
て
確
証

を
掴
み
、
東
京
都
に
よ
る
調
査

に
結
び
付
け
た
。 

 

ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
は
そ
の
後
、

米
軍
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
が

遮
断
さ
れ
、「
敵
対
的
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
が
、
透
明
性
と
説
明

責
任
を
追
及
す
る
活
動
は
現

在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。  

 

米
国
の
情
報
自
由
法
を
参

考
に
日
本
で
も
１
９
９
９
年

に
「
情
報
公
開
法
」
が
成
立
し

た
が
、
２
０
１
３
年
に
安
倍
政

権
が
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
を

強
行
採
決
し
た
こ
と
で
、
政
府

に
よ
る
情
報
の
恣
意
的
な
機

密
化
が
可
能
と
な
り
、
現
在
は

国
や
私
人
が
流
布
す
る
大
量

の
悪
意
あ
る
情
報
に
さ
ら
さ

れ
る
中
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
は

FOIA

等
を
利
用
し
て
政
府
の

透
明
性
と
説
明
責
任
の
追
及

の
強
化
を
訴
え
て
い
る
。 

(

機
関
紙
担
当
／
井
上) 

 

岸
田
政
権
に
よ
る
戦
争
国

家
づ
く
り
の
た
め
の
大
軍
拡

と
の
た
た
か
い
が
い
よ
い
よ

本
格
化
す
る
な
か
で
、
２
０
２

３
年
日
本
平
和
大
会
」
の
第
１

回
実
行
委
員
会
が
、
開
催
さ
れ
、

大
会
の
日
程
を
11
月
11-

12

日
、
鹿
児
島
市
内
の
会
場
で
リ

ア
ル
参
加
を
基
本
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
戦
略
、

と
り
わ
け
台
湾
有
事
を
煽
る

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
の
な

か
で
重
大
な
焦
点
と
な
っ
て

い
る
南
西
諸
島
の
軍
事
要
塞

化
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
の

一
角
を
し
め
る
鹿
児
島
の
た

た
か
い
に
全
国
か
ら
結
集
し
、

運
動
を
交
流
す
る
意
義
は
、
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

詳
細
は
今
後
の
ニ
ュ
ー
ス
で 

順
次
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

「
情
報
自
由
法
」
で 

社
会
を
変
え
る 

(

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト)  

 

【京都平和委員会・会員の声】 

「へいわのうた」を広めたい   中平一二三さん 

 

道端に落ちているミカンの皮を棒切れに突き刺して「アンポハンター

イ！」とみんなで並んで歩く――5 歳の頃の遊びの記憶です。 60 年安保

は、四国の離島の子どもの世界にまで影響を与えました。歴史に「もしも」

はない、と言うけれど、あのとき安保条約が廃棄されてさえいれば、平和

憲法を抱く日本が現在、ここまで危険にさらされることはなかった、と思

ってしまいます。一度踏み込んだ戦争に続く道は、引き返すには余りに大

きな困難があるように見えますから。 「全国教育のうたごえ交流会」（6／

17・乙訓）、「日本のうたごえ祭典」（8／25〜27・札幌）で歌われることに

なった「へいわのうた」をご存じでしょうか。（私は、指揮を担当すること

になりました） 〈爆弾じゃなくてご飯がいい／悲しいじゃなくてうれしい

がいい／みんな同じ命だから／戦争じゃなく 

て／優しいがいい〉と歌います。宇治の共同 

作業所に通う仲間たちの言葉をつないで、生 

まれた歌です。 

  戦争反対の思いを一人でも多くの人と 

歌い交わす、小さな一歩ではあっても、自分 

の出来ることを足元から広げる運動をずっと 

続けていくことが「新しい道」につながるの 

だと、私は信じています。 

 

２
０
２
３
年
の
平
和
大
会
は 

１１
月
１１
日
（
土
）
～
１２
日
（
日
）
鹿
児
島
市
内
で
！ 

 
 

 
 

 
 

リ
ア
ル
参
加
を
基
本
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
１
回
実
行
委
員
会
よ
り 

 


